
　師走に入り、年賀状の準備など気忙しい季節となってきました。年

賀状の起源は古く、７世紀頃までさかのぼります。江戸時代の「飛脚

制度」の充実で庶民にも普及し、明治時代の「郵便ハガキ」の登場に

より、今日の「年賀状を送る」という習慣が徐々に広がった、とのこと

です。

　この「年賀状」スタイルは日本独自のもので、世界に誇る日本文

化の一つだと考えます。最近は「あけましておめでとう」を省略した

「あけおめ」メールやラインで済ませる若者が多くなりました。その

結果、限られた時間にメールが殺到し、携帯電話がつながりにくくな

るケースもあるようです。

　昨今の職場や学校では、コミュニケーション不足が深刻となって

いますが、手書きの年賀状は、紙媒体による“アナログ”のコミュニ

ケーションツールとして、無味乾燥の「あけおめ」にはない温かみが

あります。元日の朝に郵便受けから年賀状を取り出す“楽しみ”と“ワ

クワク感”は、新年を肌で感じる瞬間ではないでしょうか。ついつい頼

りがちなパソコン印刷の年賀状でも、ひとこと手書きの言葉を添え

ることで、温かい気持ちを相手に届けることができます。

　金融業界もデジタル化が進み、ＩＴ技術による新しい金融サービス

「フィンテック（Ｆｉｎｔｅｃｈ）」の流れが加速しています。しかし、私たち

滋賀銀行は、今こそ温かみのある“アナログ”精神を忘れずに、来る

２０１７年も未来創造銀行「The・ちぎん」を目指して精進してまいり

たいと思います。
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「年賀状」
滋賀銀行 取締役審査部長  西藤 崇浩

　織田信長亡き後の織田家の跡目相続で柴田勝家と羽柴秀吉

は敵対します。そしてついに天正11（1583）年に賤ヶ岳合戦が勃

発します。この賤ヶ岳合戦といえば七本槍が著名ですが、実は両

軍が２カ月にわたって湖北でにらみ合う対峙戦であったことは

ほとんど知られていません。余呉の山並みには両軍が構築し、帯

陣した陣城と呼ばれる城郭遺構が20カ所以上にわたって残され

ています。そのなかでもっとも大規模なものが玄蕃尾城です。

　越前北ノ庄城を出発した柴田勝家が本陣としたのがこの

玄蕃尾城で、その位置は柴田軍の最後尾にあたります。城は

内中尾山と呼ばれる山頂に選地し、眼下には北国街道を望む

ことができます。注目されるのはその構造です。中心の曲輪と

なる本丸の隅部には土壇があり、天守台に相当します。この

土壇には礎石が残されており、実際に望楼が建てられていた

ことがわかります。さらに本丸の周囲には高い土塁と深い横

堀が巡らされています。戦国時代の山城では曲輪を階段状に

配置して防御しますが、玄蕃尾城では横堀を巡らせることに

よって完全な遮断線を設定しています。これは近世の城郭を

水堀で囲む構造の山城版といってもよいでしょう。

　玄蕃尾城の構造の真骨頂はこの中心の曲輪に付属して構え

られた曲輪群です。土塁を巡らす角馬出と呼ばれる小曲輪が幾

重にも構えられ、敵の直進を妨げています。特に本丸の南方に

は多くを配置しています。それは秀吉軍に対する正面を意識し

ていることを示しています。一方、北方には本丸よりも広い扇形

の曲輪が配置されています。これは勝家の領国の越前からの軍

事物資や兵糧を入れ置く兵站基地として構えられたものです。

このように玄蕃尾城は大手となる南面と、搦手となる北面を

はっきりと意識して構えた城であることがわかります。もちろん

これらの曲輪は敵を迎え撃つための施設であり、人が駐屯でき

るのは本丸しかありません。大半の兵は城外で露営をしていた

ものと考えられます。

　さらに戦国時代の山城は自然地形を最大限に利用して築か

れた防御施設ですが、玄蕃尾城では設計図をもとに寸法まで

計算して築いた城郭といえます。おそらく現地で測量したうえ

で築いたものと考えられます。賤ヶ岳合戦を目前にして、自然地

形を頼りにするのではなく、人智を尽くして設計された縄張り

で築かれたのです。玄蕃尾城の研ぎ澄まされた縄張りは戦国時

代の築城の到達点を示すものです。

　賤ヶ岳合戦では玄蕃尾城と同様に設計図によって築かれた

ような発達した縄張りの城がいくつも築かれています。そこに

布陣して両軍が睨み合って対峙していたのです。柴田勝家も羽

柴秀吉も織田信長の旗下として戦ってきた、いわば同門同士の

戦いであったわけです。そこで構えられた陣城も同じ築城思想

によって築かれたものでした。両軍ともに手の内を知った戦い

であり、そこで対峙戦となったのでしょう。その同門の城跡が今

も人知れず湖北の山並みに累々と残されているのです。そして

玄蕃尾城はその頂点に位置付けできるのです。
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ATMなど一時休止のお知らせ
滋賀銀行からの

お知らせ

　滋賀銀行では、サービスの向上、およびシステムの安全性をより高めるため、2017年１月に新たなオンラインシ
ステムへの移行を予定しております。つきましては誠に勝手ながら、下図のように、当行カードでのATM取引をはじ
めとする全てのオンライン取引を休止させていただきます。
　お客さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますよう、お願い申しあげます。
　なお、2017年１月４日（水）は午前７時からオンライン取引を再開させていただきますが、店舗、提携金融機関、商
品サービスにより、ご利用可能日、ご利用可能時間が異なります。詳しくは『しがぎん』HPをご覧ください。
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